
        ２０２５ 夏の村               
 

会 場 ： 丸火青少年の家、丸火自然公園 

富士市立少年自然の家 

        ： フィールドハンター丸火の森を調査せよ 

期 間 ： 202５年 7月 31日～8月 3日 

 

 

 

 

 

９９団の２０２５年夏は静岡県富士市にある少年自

然の家とそのキャンプ場で、スカウトはそれぞれに

チャレンジしました。広大な丸火自然公園に隣接し、

各隊は存分に本来のスカウト活動を行ないました。

準備を重ねていただいた指導者に感謝いたします。 

横浜第９９団 団委員長 藤本 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 ビーバースカウト 感想  

 

キャンプファイヤーがたのしかった。ファイヤーの

色がかわったのがおもしろかった。ピクチャーどう

くつにいったのがたのしかった。              じゅん 

 

どうつくたんけんがとてもたのしかったです。一

ばんにどうくつに入ったときはドキドキしました。く

らい中でゴツゴツした岩のみちをあるいて、いろい

ろかんさつしたりして、ぼうけんできたのでまた行

きたいです。そして、ほかのメンバーをサポートでき

るようになりたいので、これからのかつどうもがん

ばりたいです。                           まさゆき 

 

ビーバーたいのみんなでとまりにいきました。も

りのとちゅうのしぜんのいえにとまりました。ようが

んどうくつにいきました。どうくつはすずしくておく

にはこうもりがすんでいるみたいです。キャンプフ

ァイヤーもたのしかったです。                さくら 

 

 
 

  カブ隊・ビーバー隊 夏の村プログラム         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなとごはんをたべながら、おしゃべりしたり、

ハイキングにいきました。こうすけにあえませんでし

た。                                      いつき 

 

行けなくてざんねんだったけど、いえでキャンプ

ごっこができたのでたのしくすごせました。      せな 

 

たんけんをしました。つかれたけれどたのしかっ

たです。がっこうだったたてもののなかでつくった

えはがきもつくるのがたのしかった。よるにキャン

プファイヤーをしました。あつかったけどたのしかっ

たです。２日目はこまかどふうけつにいきました。さ

むくてみずがつめたかったです。じくうのもりでは

ふじさんしあたーをみました。ふじさんのべんきょ

うになりました。                     たくみ 

 

 

 カブスカウト 感想  

 

丸火青少年の家で作ったカレーがおいしかったで

す。野外炊事をもっとしたかったです。キャンプファ

イヤーは火の回りはあつかったけれど、げきなどを

して楽しかったです。さいごの日に行ったどうくつ

は、きせつがかわったかのようにすずしかったから

出るのがいやでした。                   ことは 

 

一番楽しかったのはでん作りです。どうしてかと

いうと、みんなできょうりょくしてロープのまきむす

びもしたからです。夜がこわくて１ぱくで帰ったので

こんどは３ぱくがんばってとまりたいです。      みやび 

 

野菜がじょうずにきれた。あと来年はハイキング

でみんなと同じペースでのぼりきりたい。       さき 

ボーイスカウト横浜第９９団 団通信          ■１９７６年４月１日 発団 

■Ｖｏｌ.61 夏の村特集 

■２０２５年 8月発行 みずき広場のたより 
  「ともにスカウトを育てる活動」をつくろう！ 
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 午前 午後 夜間 

7/3１ 移動 野外炊事 かぐやの湯 

8/１ デン作り スタンツ練習 ナイトハイク 

8/2 
ハイキング スタンツ練習 

大営火 
ハイキング 工作 

8/3 
風穴探検 閉村式 

時空の森 
 

風穴探検 

 

 

    ： 富士山の不思議を探す冒険に出よう！ 

期 間 ： 202５年 8月 2日～8月 3日 
 
こうもりのこうすけからのお誘いでビーバー隊は1泊で冒険に

出ました。富士山のふもとでこうすけがいそうな洞窟の中を歩

いたり、ボーイ隊のテントにお邪魔して、立かまどの説明を受

けたり、呼び寄せる竹のお面を作って、大営火に参加しました。 



 

 

 

 

ハイキングが暑くてたいへんだったけど、がんば

りました。キャンプファイヤーのスタンツが楽しかっ

たです。来年はハイキングでおくれないようにした

いです。                            かずし 

 

夏の村で印しょうにのこったのは、ナイトハイクで

した。理由は、ペアの子といっしょに夜道をライトを

つけながら進んでいたら、左がわの歩道にヒキガエ

ルがいて、ビックリしました。去年と比べて行動が早

くなりました。                        こうた 

 

私が「クマ」になり、次長になってから、みんなの

サポートをしたいという目標を思っていました。夏

の村に行って、最終日に入口の広場で優秀スカウト

の発表でドキドキしていたら、私の目標がかなって

選ばれたのでうれしかったです。次も次長としての

サポート出来るようにがんばりたいです。      あかり 

                    

 

 

 

 

 

 
 

「目標：死なない、自分でやることを見つけてやる」 

私が夏の村で一番心にのこっているのはハイキン

グです。なぜなら景色がととてもきれいで、そのあ

とお風呂にも入れたからです。道は大変でしたが、

楽しかったです。セレモニーでみんな必ず何か賞を

もらえるものもかなりいいと思いました。 

一番楽しかったのは２日目のピザ作りです。なぜ

なら料理が私は大好きできじをこねているのも気

持ちよかったからです。みんなそれぞれいろいろな

もりつけでだいぶ面白かったです。 

夏の村をふりかえると、１日目は準備が多くて大

変でしたが、２日目はピザを作ったり、カブがきたり

しました。３日目はやることが速く、ハイキングとお

風呂とたくさん楽しめました。４日目はゲームがたく

さんあって、５日目はセレモニーで雨が降りました

が家に帰れました。いろいろな気持ちになれたキャ

ンプですが一言で言うと楽しかったです。    わか 
 

     ボーイ隊 夏の村プログラム        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しかった事は野外炊事で協力した。シカはたき

火にまきを入れ、ウサギはやさいを切り、クマは米

をあらいました。ハイキングはちょうちょを見つけ、

ちょうちょがコケの水をすっていました。丸火の少

年の家には神奈川県では見れない物も見れました。

うさぎは初めて３ぱく４日だったので、しんぱいだ

ったけど皆楽しくすごせたみたいでよかったです。 

        しゅうま 

 

今年の夏の村で心に残ったことは、デン作りです。

デン作りでは、設計図通りにならなかったけど設計

図よりもがんじょうに作れて楽しかったし、自分で

色々なロープワークを覚えることが出来たのですご

く達成感を得られ一番心に残りました。ボーイスカ

ウトの活動以外でもこのロープワークを覚えておい

て利用したいです。                         じょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「初の長期キャンプ」 

 今回のキャンプは初めての長期キャンプでした。

キャンプをしている中で大変だったことがいくつか

あります。１つはハイキングです。けっこうけわしい

道だったけど、山頂について海が見えた時はつかれ

がふきとびました。またオムライスを作ったときは

たまごをいためるのが重労働だったので、たまご  

１個でかんたんにオムライスを作る方法を調べてみ

たいです。                       いつじ 

 

「目標：時計を見て、考えて行動する」 

今回のキャンプで一番大変だったのはハイキング

です。ハイキングの最初と最後の階段です。１００い

じょうもあってとてもたいへんだった。 

火起こしもマッチやしんぶんし、まきをたくさん使

っておこしました。マッチやまきなどがしけっていて

つきにくかったです。 

オオカミ班男子テントやフライのペグの数えてい

なかったので大変でした。僕は朝あまり食べられな

い方で朝食をあまり食べられなかったけど元気に

活動することができました。 

毎日、虫よけをしていなかったのでたくさん虫に

さされました。そして、かゆみどめもぬっていなかっ

たのでとてもかゆかったです。お風呂は３日目以外

に入れなかったので、すこしいやなかんじでした。 

    ゆうき/          ２日目優秀スカウト 

EDGES 

SUMMER CAMP 

班目標 ： みんなで楽しく生きる 

期  間 ： 202５年 7月 30日～8月 3日 

会  場 ： 丸火自然公園グリーンキャンプ場 

 

 午前 午後 夜間 

7/30 移動・開村式 設営・ゲーム 班集会 

７/３１ 料理大会 ゲーム ゲーム 

8/１ 愛鷹山・越前岳登山 班集会 

8/２ ゲーム 班集会 大営火 

8/３ 撤営・表彰式 移動  

今年は電気も水道もない雄大な富士山麓でキャンプができ

ました。日常生活と異なる環境で初日こそ実力を発揮でき

ませんでしたが、徐々に適応して笑い声が聞こえるように

なり、班対抗ゲームや登山、営火の即興劇で積極性が見ら

れました。テント周辺は整頓され、料理や水汲みを通じて、

班組織の役割遂行やリーダーシップ、協調性は日々成長を

感じました。仲間やご家族への感謝を感じるようになり、 

オオカミ班は優秀班２回を含めて、最優秀班に輝きました。 



「目標：たちかまどをマスターする」 

 私は夏の村が初めてでしっかり持ち物が有るかな

どとても心配でした。ですが班長や次長がしじをし

てみんなをまとめてくれていて、自分が何をすれば

よいかが分かり安心しました。 

 夏の村で大変だったことはハイキングです。なぜ

ならロープにつかまって行く道、段差が高い道とと

ても足がつらかったです。大変だったことはもう一

つあります。それはすいじです。初日のすいじでは

玉ねぎをにる時間が少なくやばいほどからかった

です。２日目の朝はたちかま作りから始まり、たまご

を焼く時間が無くパンとゼリーだけでした。３日目

はおいしく作れました。４日目は朝昼夜すべてかん

ぺきにおいしく作れました。とても大変なすいじで

した。 

私はこのキャンプを通じて、家って最高だなと思

いました。おいしいごはん、おふろ、ふとん、すずし

い部屋はありがたいなど思いました。キャンプ中の

ゲームなどで新しくロープワークを学び、フライの

立て方を学び、生活の仕方を学ぶことができました。

とてもきちょうな体験ができてよかったです。次の

夏の村や活動で今回学んだことをいかしたいです。   

   ゆい/     最優秀スカウト/          ２日目優秀スカウト 

 

「夏の村を終えて」 

夏の村を終えて一番印象に残ったことは越前岳

ハイキングです。ハイキングで一番きつかったのは

最初の登り坂です。日光が直接あたってとても暑く

て大変でした。その後は木かげが多くなり登りやす

かったです。途中岩場がありロープを使って登らな

ければなりませんでした。でも安全に気をつけて登

ることができほっとしました。 

頂上に着くまでとてもつかれましたが到着してつ

かれが飛びました。このハイキングを通して体力が

ついたと思います。さらにこれからもいろいろなこ

とを学んでいきたいです。            みなと 

 

「目標：生きてお家に帰る」 

 富士山の近くなのがとてもいや。毎年毎年、成長

しているらしく明るくなってるらしいです。だんだん

体も動くようになってきて、班や全体の役に立てて

たらとてもうれしいです。 

夏の村はきらいですけど、日々のありがたみ、自

然のすごさや考えさせられたりすることはたくさん

あります。行っててそんはないと自分でも思っては

います。オオカミ班も人数が増えてにぎやかになり

人手不足ということはなく、一人一人が個性豊かで

みんな考えて動いていることにとても感謝していま

す。ボーイの子たちはみないい子でとてもたよりに

なる人がたくさんいます。夏の村も無事に終わって

とてもよかったです。肩が痛いです。      ゆづき 

 

 

 

 

 

 

「班で過ごした５日間」 

夏の村を通して印象に残ったことは３つあります。

１つ目は食事作りです。毎回火をつけるのに苦労し

たけど、班のみんなと協力して作るのが楽しかった

です。２つ目はハイキングです。登りはじめたときは

山頂が見えず、登りたくないと思っていたけど、き

れいな景色が見られて、登りきったときの達成感も

あって、今考えると登って良かったと思っています。

水が足りなくなってリーダーにもらったことは反省

点です。３つ目は大営火です。ビーバー隊やカブ隊

の人達と大人数で火を囲んで歌を歌ったり、レクを

したりするのが楽しかったです。劇ではみんな緊張

していたけど、班で１つの劇を作り上げることがで

きてうれしかったです。 

正直、帰りたいという気持ちもあったけど、普段

ふれることのない自然の中で５日間過ごしてみると

不便であるからこその良さを見つけることができま

した。今年の夏の村は今まで参加した２回よりも班

での行動が多かったように感じました。だからこそ、

班の中が深まり、みんなで協力し、笑い合いながら

過ごすことができたのだと思います。    しゅうか 

 

「夏の村できずいたこと」 

 今年の夏の村で一番のしゅうかくは小６組を細か

くわかったことです。私は小６組をあんまり知らな

かったのですが、今回の夏の村でわかったのがなに

よりうれしいです。 

 ゆいとゆうきは自分からよくすすんでくれて、とて

も助かりました。いつじはくせはありつつ、技術はだ

れよりもあって今後の成長が楽しみです。わかは３

人よりは技術はおとっていますが、だれよりも明る

く成長いよくがすごかったです。わかには女子なこ

ともあり、それをのばせば他の３人とはちがう強み

がでてくると思います。 

 今回は僕の反せいは小さくないと思いますし、小

６達の細かなせいかくが分かったので自分は満足し

ています。        なつき/          ３日目優秀スカウト 

いつも賑やかなテントサイトのオオカミ班メンバー 


